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昭和５７年７月１７-１８日

第１回オホーツクサイクリング

▲

今年で３５回目を迎えた「オホーツクサイクリング」の始まりは、昭和５７年まで遡り

ます。雄武町を起点としてゴールの斜里町までのオホーツク海沿岸２００キロあまりを自

転車で走破する、それまでないイベントでした。特に、常呂町はコース全体の中間にあり、

１日目の宿泊地にあたることから大勢のサイクリストを迎える地域のイベントでもありま

した。●「広報ところ」は、この第１回、翌年の第２回を２年連続で表紙に採用し、町に

とって大きなできごととして伝えています。●参加人数は、第１回が約４００人、第２回

は９００人。２回とも常呂町での宿泊場所は、町立のかき島青年の家。今も続くフェステ

ィバルは青年の家の広場で行われ、バーベキューやフォーク・コンサート、キャンプファ

イアーで交流を深める内容でした。●参加者が１，１００人に達した昭和５９年度の第３

回以降は、スポーツセンターや多目的研修センターをメインに町内数ヶ所で宿泊し、百年

広場でサイクル・フェスティバルが行われる現在のスタイルに移行します。●残念ながら

第１回の写真はありませんが、始まった当時の参加者の自転車や服装は今とは相当違い、

気軽に参加する「サイクリング」感覚の催しだったといえます。●昭和５８年の第２回、

昭和５９年の第３回のようすを写真でごらんください。

▲
次の写真は、第２回（昭和５８年）です

＊左：

７月１６日、栄浦の青

年の家に到着する直前の

サイクリストの集団

（中央に見える施設は、

青年の家／現少年自然の

家から１００ｍほど浜佐

呂間寄りに位置する「サ

ロマ湖養殖漁業協同組合

調査研究センター）



左：

１６日の夜、青年の家

の広場で行われた交歓フ

ェスティバルのキャンプ

ファイアー

＊左

同じ交歓フェスティバ

ルで演奏した「かき島太

鼓」のステージ

＊右

７月１７日の朝、青年の家

を出発する直前のサイクリス

ト



＊右・右中・下

３枚の写真を順に紹介する

と、青年の家を隊列を組んで

斜里町へ向かってスタートし

たサイクリストたちは、常呂

町の市街地（中央の写真は、

本通り）を抜け、今は撤去さ

れ、架け替え工事中の常呂橋

を通り、常呂漁協の本部や施

設を左下に見ながら、常呂バ

イパスとの交差点に向かって

進んでいきました。



▲

次の写真は第３回（昭和５９年）

＊左：

昭和５９年７月１４

日、宿泊会場となったス

ポーツセンター、多目的

研修センター前の百年広

場でくつろぐサイクリス

ト

＊左

百年広場でバーベキュ

ーを楽しむ人たち

（この頃は、町職員がバ

ーベキュー用の大量のコ

ンロを準備していまし

た。バーベキュー用の食

材を配っていた時代もあ

りました）

＊左

百年広場のサイクル

・フェスティバルが盛

り上がり、盆踊りを楽

しむ人たち

（バンド演奏などで自

然発生的に踊ったりす

るするスタイルが定着

していきます）



＊左・下２枚

７月１５日の朝、斜里町に向かって

スタートしたサイクリストは、常呂市

街を抜け、今はない常呂橋を通ってい

きます。

＊下中央の写真は、常呂橋から旧国鉄

の鉄橋を左手に見たものです。これら

３枚の写真は、オホーツクサイクリン

グというイベントの写真ですが、常呂

橋と鉄橋を両方写し取った歴史的記録

にもなっています。



▲

下は、昭和５７年８月号の「広報ところ」の表紙です。

第１回オホーツクサイクリングで、町立かき島青年の家をスタートするところです。



▲

下は、昭和５８年８月号の「広報ところ」の表紙です。

第２回オホーツクサイクリングで、宿泊場所の町立かき島青年の家に到着する直前の

サイクリストです。服装や自転車など、今とはずいぶん違う雰囲気を感じられる１枚で

す。


